
 

 
                 

 

 

                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

責任者；副院長、診療部長、専門医、指導医 西 将則（慈恵 H11 卒） 

総病床数 396 床（ICU20 床、CCU14 床、HCU8 床）、診療科数 25 

理学療法士 30 名、作業療法士５名、言語聴覚療法士７名、社会福祉士７名 

 

研修病院としての特徴  

新東京病院が目指すリハビリテーション 

・超早期からのリハビリテーション 

・効果的なリハビリテーション／できる限りの機能回復 

・シームレスな体制／365 日リハビリテーション 

・優れたチーム医療の確立 

・よりよい退院支援 

責任者からのコメント 

当院は、心疾患治療において、日本を代表とする施設としての地位を確立しており、 

心臓リハビリテーションにおいても全国で指折りの実績を誇ります。   

また、脳血管疾患や運動器疾患についての症例も多く、急性期リハビリテーション

についての広い知識を身につけられます。 

「超早期からのリハビリテーション」「急性期 365 日リハビリテーション体制」が

最大の特徴です。 

新東京病院 

住所；〒270-2232 千葉県松戸市和名ヶ谷 1271 番 

TEL；047-711-8700（代） 

HP； http://www.shin-tokyohospital.or.jp/ 

疾患が治癒しても元気で退院しなければ意味がありません。 

リハビリテーションは、障害に対して受身的に追いかける医療ではなく、疾患の発症や術直後から積極的に介入し、起こり得る事

態に的確に対応できる医療でなければいけません。 

急性期こそ早期に機能回復をめざし、「廃用症候群」を予防して効果的にリハビリテーションを行うべきです。 

当院では、リハビリテーション科専門医が徹底したリスク管理を行い、超早期からリハビリテーションを開始します。 

また 365 日休みなくリハビリテーションを実施します。 

理学療法・作業療法・言語聴覚療法、それぞれの部門が協力し、できるかぎり機能回復がなされた状態での退院が目標です。 

また、地域連携も含め早期からの退院支援にも力を入れています。 

最後に 

急性期リハビリテーション全般はもちろん、サブスペシャリティ

として多くの心臓リハビリテーションを経験できます。 

興味がある人は是非研修してください。 

ともに頑張りましょう。 


